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富士見市キラリと輝く創生総合戦略の 

検証について 
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令和３年３月２３日 

富士見市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 
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Ⅰ. 答申にあたり 

 

 平成２６（２０１４）年１１月に、「まち・ひと・しごと創生法」が成立し、

国は、同年１２月に、「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び「まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」を閣議決定し、人口減少克服に向けた地方創生の指針

と具体的方向性や施策を定めました。 

 国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「埼玉県まち・ひと・しごと創

生総合戦略」を踏まえ、富士見市においても、平成２８（２０１６）年３月に

「富士見市キラリと輝く創生総合戦略」を策定しました。 

 富士見市キラリと輝く創生総合戦略では、今後も人口１０万人を維持し続ける

ことを目標に、目指すべき将来の方向性を踏まえ、「人」にあたたかい富士見

市、「暮らし」にやさしい富士見市、「仕事」をつくる富士見市、の３つの基本目

標に基づき取組を進めてきました。 

 

 富士見市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会は、富士見市キラリと輝く創

生総合戦略の検証を通じて、取組がさらに推進されるよう審議を行ってまいりま

した。 

このたび、令和２年度をもってその計画期間を終えることから、当審議会で

は、第１期富士見市キラリと輝く創生総合戦略の取組における成果や課題を踏ま

えた総括を行いました。 

 

その内容を、次のとおり答申としてとりまとめましたので、今後の施策に活か

していただき、引き続き魅力あふれるまちづくりにつなげていただくことを期待

します。 

 

 

 

              令和３（２０２１）年３月２３日 

富士見市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

会長 鏡 諭 
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 Ⅱ. 審議結果 

 

 富士見市キラリと輝く創生総合戦略の進捗状況を測るために設定した数値目標

及び KPI等について、複数の項目において目標値を達成するなど、基本目標の達

成に向け、一定の成果が見られたとともに、未達成となった数値目標及び KPI等

からは、今後、富士見市がさらに力を入れるべき分野が明らかになったものと判

断できる。 

  

 富士見市キラリと輝く創生総合戦略に掲げている人口減少に歯止めをかける観

点においては、自然増の要因となる合計特殊出生率や出生数の指標について、全

国的な傾向と同様に、減少傾向となったものの、それらを上回る転入者数などの

社会増により展望人口を上回る１１２，０００人を超える人口となっており、各

分野において着実に取組を行ってきた結果が、この人口増加につながっていると

評価できる。 

このことからも、第１期富士見市キラリと輝く創生総合戦略の策定、事業実施

及び検証に至るまでの一連の取組は、富士見市の発展に寄与し、意義深いもので

あったと考える。 

 

今後は、社会増だけでなく、自然増減の分析や人口の定着率にも留意しつつ、

少子高齢化への対応として自然増につながる思い切った施策の展開についても議

論を行っていく必要がある。 

また、審議の過程において明らかとなった目標未達成の数値目標及び KPI等につ

いては、今後の富士見市の施策展開を図るうえでの方向性や可能性を指し示すもの

であると考えられることから、富士見市の地域特性を踏まえた施策展開の一助とさ

れたい。 

なお、施策展開にあたっては、スクラップ＆ビルド方式、特にスクラップの仕

組みを構築し取り入れることにより、必要な政策を進めていくよう検討された

い。 

  

 以上のことを踏まえて、令和２年１２月策定の第２期富士見市キラリと輝く創

生総合戦略では、人口減少の克服とさらなる賑わい・魅力の向上に向け、引き続

き長期的な視点を持ち施策に取り組んでいただきたい。また、昨今の大規模災害

や新型コロナウイルス感染症の流行などにより、市民の価値観や生活様式が大き

く変化しつつあることから、より多角的な視点をもって施策展開を図っていくと

ともに、適切な政策評価につなげていただくよう求めるものである。 
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Ⅲ. 審議経過 

 

回 開催日程 備考 

平成２９年度第１回 平成２９年１１月 ８日（水）  

平成３０年度第１回 平成３１年 １月２８日（月）  

令和 元年度第１回 令和 元年１０月２８日（月）  

令和 元年度第２回 令和 ２年 ３月２３日（月） 
新型コロナウイルス感染症対策の

ため、書面による実施 

令和 ２年度第１回 令和 ２年 ７月１４日（火）  

令和 ２年度第２回 令和 ３年 ３月２３日（火）  

 

Ⅳ. 審議会委員 

 

役職 氏名 委員構成 委嘱期間 

会 長 鏡 諭 (〇) 淑徳大学 教授 平成２９年１１月８日～ 

副会長 昼間 守仁 (〇) 法政大学大学院 非常勤講師 平成２９年１１月８日～ 

委 員 阿由葉 勝 町会長連合会 平成２９年１１月８日～ 

令和元年１０月２７日 

委 員 岩村 沢也 (〇) 淑徳大学 教授 平成２９年１１月８日～ 

委 員 金子 光治 (〇) 富士見市商工会 平成２９年１１月８日～ 

委 員 齋木 修 (〇) 公募 平成２９年１１月８日～ 

委 員 関根 健一 (〇) 公募 平成２９年１１月８日～ 

委 員 田村 伸一 埼玉りそな銀行 平成２９年１１月８日～ 

平成３１年１月２７日 

委 員 辻口 幸恵 (〇) 富士見市校長会 平成３１年１月２８日～ 

委 員 仲田 政司 (〇) 埼玉りそな銀行 平成３１年１月２８日～ 

委 員 名雪 滋 (〇) 前 富士見市民生委員・児童委員 平成３１年１月２８日～ 

委 員 根岸 由紀子 (〇) 女子栄養大学 教授 平成２９年１１月８日～ 

委 員 星 誠 (〇) 前 埼玉県川越農林振興センター所長 平成２９年１１月８日～ 

委 員 松島 義昭 (〇) 町会長連合会 令和元年１０月２８日～ 

委 員 森田 恵 富士見市校長会 平成２９年１１月８日～ 

 平成３１年１月２７日 

委 員 吉田 京子 前 富士見市民生委員・児童委員 平成２９年１１月８日～ 

 平成３１年１月２７日 

  ※委員以下五十音順、敬称略 

※令和３年３月現在の委員については氏名欄に（〇）を記載しています  
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